
地震発生直後における緊急輸送道を確保するための橋梁部の対策の事例について 

 

仙建工業株式会社  正会員 ○大場 宏樹 

仙建工業株式会社  正会員  佐々木崇人 

仙建工業株式会社  正会員  志子田洋一 

 

１．はじめに 地震が発生した直後に緊急輸送道を確保することは，復旧作業において最も重要なことである．地

震直後に緊急輸送道として供される橋梁を短期的に修復するにしても，地震後に行なわれる緊急点検時に橋梁の残

留変位を計測して橋脚等の損傷度を把握し，その対策を実施する必要がある．しかし，地震発生直後の災害復旧に

おいては、十分な調査や検討の時間を確保することや応旧工事で必要とされる資機材や人材の確保がままならない

状況である．そのような状況の中で力学的根拠が曖昧なまま，入手可能な材料を使用して，やっとの思いで応旧工

事が行なわれ，緊急道として使用しているのが現状である． 

この対応を迅速に行なうためには，日頃から耐震性能と補修工法との関係を明らかにし，緊急輸送道を確保する

ための復旧計画を立てるための判断材料を整理しておく必要がある． 

これまで，大規模な地震災害が発生する都度，様々な応急工事が実施されてきているが，災害記録誌として公表

されることも少なくないが，小規模なものや，大規模なものでも材料の詳細まで公表されることは少なく，公にそ

の内容が伝わりにくいのが現状である．これは，応急で調達できた材料や工法を力学的に根拠付けする時間がない

などの理由から理論化することが難しいためと考えられる． 

鉄道営業線上の PC 道路橋を架設する施工において，PC 桁架設時の耐震設備の力学的な根拠付けを行って施工を

実施した．応急工事の落橋防止対策策定の選択枝の 1 つとして利用可能と考え，実施した 2 つの事例を挙げる． 

２．鉄道上空のＰＣ桁の耐震設備事例 鉄道営業線上空

に橋桁および仮設物等を架設する場合には，大規模地震が

発生しても列車の安全輸送を確保することが明確になっ

ている 1)2)．その内容は，線路との位置関係や架設時の設

置時間によって対策の程度が区分される（図－1）． 

 一般的には，線路直上での主桁架設作業が主であり列車

が運行している状況での施工となるが，桁架設設計マニュ

アル 1）によれば，線路上空の範囲での列車通過時の対策

は，弾性加速度応答スペクトル 800gal，水平震度 kh=0.8

に対して桁および仮設構造物が崩落，落下，転倒，逸走し

ないこととされている． 

３．検討項目 前述の 800gal は，鉄道構造物等設計標準・

同解説（耐震設計）3）に定められている大規模地震動の

1/2 程度である．施工途中の段階でこの状態に耐えうる構

造にすることは容易ではなく，地震時，桁に作用する回転

モーメントをどう抑えるかが問題で桁高が大きくなると

回転モーメントも大きくなるため対策の内容が異なって

くる． 

【例 1】PC 単純コンポ橋(3 主桁) 架設工法は橋台上に門
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図－2 桁架設時の耐震設備（例 1） 

図－1 桁架設設計マニュアル 1)の抜粋 
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構を組立後，門構を使用して架設桁を架設，架設桁の上路

を主桁が自走して門構で所定の位置に架設する工法である． 

線路上空での作業は全て夜間作業となることから，施工

途中で線路上空に仮設した状態が発生するため，列車運行

時間帯の耐震設備が必須となる． 

検討する内容は門構・架設桁・主桁それぞれで必要とな

るが，今回は主桁について示す． 

主桁架設後の状態において水平震度 kh=0.8 が作用した場

合，転倒モーメントは 584kN･m となる．図－2 のように，

主桁は躯体に設置したアンカー金具と切断荷重 160kN のワ

イヤーを 3 本固定して抵抗モーメントを確保した． 

【例 2】3径間ポストテンション方式 PC コンポ橋(5 主桁) 架設工法は例 1と同様であるが，桁高が 2.8m と高くな

ることから作用する転倒モーメントは 699kN･m と大きくなる．固定方法は例 1と同様としたが，固定用ワイヤー

は 3 本では不足することから，図－3のように 4 本配置した．ワイヤーによる主桁の固定は，全ての桁を横締めし

安定させるまで設置した． 

４．問題点の抽出と考察 固定に必要なアンカーボルト（M22×350）の施工数量は両橋台でおよそ 320 本となり，

定着材の強度発現に要する期間も考慮にいれるとかなりの期間が必要となる．このため，アンカーボルトを桁架設

日から逆算して適切な時期に施工を行う必要がある． 

また，例 2における主桁の固定時間は，計画時間 30 分に対して 2 時間を要した．その理由は，桁のワイヤー固

定作業は桁の両端に 2 名 2 班を配置する体制で行ったが，桁高（約 2m）が高かったこと，ワイヤーの本数が 4 本

と多かったこと，可動沓座の仮固定設備が干渉したことなどである．桁高が高いとワイヤーを回す範囲が大きくな

り，桁の本数が多いと固定する位置が制限され，互いのワイヤーが干渉することなども考慮することが必要となる． 

これらの作業を最少人数で効率良く実施するためには，固定ワイヤーやジャッキ等の必要材料の準備することは

勿論のことであるが，クレーン等の機械を利用していくことを考えておく必要がある． 

５．効果の確認 工事期間中に震度 4 程度の地震が発生したが，架設した PC 桁の変位は見られなかった．また，

耐震設備の撤去までアンカー金具や金具固定用アンカー，ワイヤー類に損傷は見られなかった． 

６．まとめ 今回，耐震性能を確保するためのワイヤーによる PC 桁の固定方法を 2 例紹介した．設置時間の短縮

を図るため，今後は，構造が異なる桁においても一定の効果が得られるような鋼材や油圧ジャッキ等で固定できる

設備を設計段階から検討しておくことや，機械施工を実施するための搬入路を確保しておくことを提案していきた

い．本稿が緊急輸送道確保の判断材料の一助となれば幸いである． 
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図－3 桁架設時の耐震設備（例 2） 
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